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資料１





 １ 周辺環境への影響の状況
（表－１）排出源モニタリング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１月 ４月 7月 10月

1～4系 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

5系 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

6系 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

1～4系 0.026     （平成18.10） 0.000018 0.000011 0.000017 0.000013

5系 0.000062（令和5.1） 0.0000026 0.00000036 0.0000015 0.0000061

6系 0.0026    (令和6.1) 0.0026 0.00077 0.0000025 0.0000021

1～4系 2.2        （平成22.10） 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

3－2系  71          （平成19.1） 0.5未満 0.5未満 0.5未満 0.5未満

PCB 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 mg/L

ダイオキシン類 0.0091 0.0072 0.011 0.0091 5 pg-TEQ/L

昼間 69            （平成19.1）  68 － － －  70

夜間 68            （平成19.1）  65 － － －  65

昼間 50            （令和5.1）  40 － － －  65

夜間 50            （平成31.1）  39 （３月実施） － － －  65

アセトアルデヒド － － － 0.008 0.05 ppm

トルエン － － － 0.9未満  10 ppm

キシレン － － － 0.1未満 1 ppm

（表－２）周辺環境モニタリング　

１月 ４月 7月 10月

PCB
0.00000014

[140pg/m
3
]

0.00000032

[320pg/m
3
]

0.00000074

［740pg/m
3
]

0.00000018

[180pg/m
3
]

0.0005を超えな
いこと(注1)

mg/m
3

ダイオキシン類 0.013 0.015 0.012 0.012
年平均0.6
　(注2)

pg-TEQ/m
3

ベンゼン 0.0005 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満
年平均0.003
　(注2)

mg/m
3

PCB － － － 0.0005未満
検出されないこと
(0.0005未満)

mg/L

ダイオキシン類 － － － 6.0 1000 pg-TEQ/g 

PCB － 0.0005未満 － 0.0005未満
検出されないこと

(0.0005未満)
mg/L

ダイオキシン類 － 0.069 － 0.065 1.0 pg-TEQ/L

(注1）評価基準値「PCB等を焼却処分する場合における排ガス中のPCBの暫定排出許容限界について」(昭和47年12月22日付　環境庁大気保全局長通達)

   　　で示される環境中のPCB濃度

(注2) ダイオキシン類及びベンゼンの大気環境基準は、豊田施設の存在する工業専用地域には適用されません。

地下水

0.0005未満

0.075      （平成19.2）

大気

0.0000088（令和3.7）

[8800pg/m
3
]

0.057　　 （平成20.1）

 年平均0.0024    （平成26年度）

土壌

0.0005未満

6.0          （令和6.10）

要素 調査項目
これまでの最大値

（カッコ内は測定年月）

令和６年
環境基準値等 単位

振動 振動レベル dB

悪臭

0.039     （平成20.10）

0.9未満

0.1         （平成18.9）

dB(A)

排気

PCB 0.01 mg/m
3
N

ダイオキシン類 0.1 ng-TEQ/m
3
N

ベンゼン  50 mg/m
3
N

排水
(放流
口)

 0.0005未満

 0.13（平成19.2）

騒音 騒音レベル

要素 調査項目
これまでの最大値

（カッコ内は測定年月）

令和６年
管理目標値等 単位

＜参考＞周辺環境中のベンゼン濃度の推移

周
辺
環
境
濃
度

mg/m3
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２ 運転廃棄物の保管及び処理の状況 
（１）運転廃棄物入りドラム缶の保管状況（令和 7 年１月末日現在） 

合計︓２５９本（内訳は、下図のとおり。） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（２）運転廃棄物の所内処理及び外部処理の実績（令和７年１月末日現在） 

年 度 
事業所内処理 北九州事業

所処理委託  
外部処理（ﾄﾞﾗﾑ缶数）  

防護服 ﾎﾟﾘ袋 廃油 高濃度品
（注 1）  

実証試験  
無 害 化 認 定 業 者 処 理
委託(低濃 度品(注 1)) 

平成 23 年度  14,400 着  640kg 2,643L ― ― ― 
平成 24 年度  15,750 着  700kg 1,743L ― 108 本  ― 

平成 25 年度  18,000 着  549kg 373L ― 
74 本 +
約 204
本相当 

306 本+約 62 本相
当 

平成 26 年度  17,325 着  666kg 526L ― ― 550 本+約 153 本相
当 

平成 27 年度  18,000 着  684kg 1,212L 24 本  ― 521 本  
平成 28 年度  15,000 着  540kg 584L 120 本  ― 1,200 本  
平成 29 年度  19,250 着  875kg 271L 100 本  ― 1,354 本  
平成 30 年度  12,850 着  711kg 777L 100 本 ― 1,279 本  
令和 元年度 13,775 着  905kg 141L 100 本  ― 971 本  
令和 2 年度  8,700 着  665kg 0L 208 本   108 本  1,147 本  
令和 3 年度  6,800 着  270kg 0L 468 本  ― 671 本  
令和 4 年度  4,875 着  270kg 0L 120 本  ― 738 本  
令和 5 年度  7,475 着  150kg 0L 120 本  ― 667 本  
令和 6 年度  2,061 着  60kg 0L ― ― 420 本、ﾌﾚｺﾝ 13 袋  

金属ﾄﾚｲ 118 台  

（注１）高濃度品︓PCB 含有量 5,000mg/kg 超 
低濃度品︓PCB 含有量 5,000mg/kg 以下 
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（３）豊田事業所 運転廃棄物ドラム缶 在庫量推移 2025年 1月末日現在

    ［グラフ1］ 在庫量/払出・処理量推移（年度実績）

    ［グラフ2］  在庫量/払出・処理量推移（月度実績）
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３ 地域とのコミュニケーションについて 
地域の皆様へは、ＪＥＳＣＯホームページを始め、事業だ よりや 施 設 見 学

等を通じて、積極的な情報公開に努めており、その実績は以下のとおりで す 。  
（１）施設見学について 

ア 見学の実績           ※ 令 和 6 年 度 は 、 令 和 ７ 年 1 月 末 日 現 在  
 市民関係 行政関係 企業関係 合計 

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 
令和３年度 ０ ０ １ ４ １ ３ ２ ７ 
令和４年度 ０ ０ ５ ２０ ４ ８ ９ ２８ 
令和５年度 ２ ３ ３ ３１ １ ３ ６ ３７ 
令和６年度 ０ ０ ２ １６ ０ ０ ２ １６ 

＊令和２年度から５年度までは、新型コロナウィルスの影響と事業 が 最
終盤を迎え、見学者数は大きく減少した状況が続きました。 

＊令和６年度は、高濃度ＰＣＢ廃棄物の処理事業が終了したことか ら 更
に減少しています。 

イ 見学に関するアンケートの集計結果 
（ 令 和 3 年 4 月 か ら 令 和 ７ 年 1 月 末 日 ま で 、 見 学 者 ８ ８ 人 ）  

質問１ 説明は、わかりやすかったですか︖  （ 回 答 ８ ６ 人 ）  
 ①わかりやすかった ②普通 ③わかりにくかった 

９９％（８５人） １％（１人） ０％（０人） 
質問２ 説明者の対応はいかがでしたか︖  （ 回 答 ８ ６ 人 ）  
 ①良い ②普通 ③良くない 

９８％（８４人） ２％（２人） ０％（０人） 
質問３ 本日の見学会は、参考になる内容で したか︖  （ 回 答 ８ ６ 人 ）  
 ①参考になる ②わからない ③参考にならない 

９９％（８５人） １％（１人） ０％（０人） 
（２）関係自治区への情報提供 

ア 年始の挨拶 
施設周辺と逢妻男川流域の 19 自治区を訪問し、年始の挨拶と事業 の 進

捗状況等を説明する。 
・令和 6 年 1/10〜17 に 19 自治区を訪問し、処理事業終了に向け た 取

組と解体撤去計画等を説明 
・令和 7 年１/6〜16 に 19 自治区を訪問し、処理事業の終了と解体撤去

の進捗状況等を説明 
イ 新任自治区長への挨拶 

新たに区長に就任された自治区を訪問し、年度始めの挨拶と事業の 概 要
等を説明する。 

・令和 5 年 5/10 に新任区長 4 自治区を訪問し、事業概要等を説明 
・令和 6 年 5/16〜6/7 に新任区長 10 自治区を訪問し、処理事業の終了
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と解体撤去計画を説明 
（３）ＪＥＳＣＯ地域協議会（平成２５年度設置） 

・目的︓周辺自治区への情報発信と意見交換により、リスクコミュニケ ー シ
ョンを推進する。 

・構成︓事業所周辺の７自治区 
（樹木、三軒屋、広久手町、広久手、本地新田、深田山、土橋自治区）  

・令和 5 年 9/5 に開催し、操業や解体撤去の説明と施設見学、意見交換を 実
施 

・令和 6 年 10/9 に開催し、解体撤去の進捗状況等の説明と施設見学、意見
交換を実施 

（４）豊田ＰＣＢ廃棄物処理事業だよりの発行（毎月１回） 
・令和 5 年度︓4 月（228 号）から 3 月（239 号）まで、1 年間に 12 回発

行 
・令和 6 年度︓4 月（240 号）から２月（250 号）まで、毎月 1 回発行して

います。 
 

４ トラブルの報告 
前回の安全監視委員会（令和６年３月 28 日）から、令和７年１月末日ま

でに発生した労働災害及び漏洩等に伴うトラブルは、以下のとおりです。 
（１）労働災害 

前回の安全監視委員会後に、休業災害は発生しておりません。 
（２）漏洩等 

以下の、トラブルが発生しました。 
ア ２階搬出トラックヤードでの排出油の漏洩 

４月２５日（木）の午後２時３５分頃に、２階搬出トラックヤー ド に あ
る払出し配管の途中から、排出油が搬出トラックヤード内に漏れてい る 状
況を確認しました。 

詳細は、別紙１「２階搬出トラックヤードでの排出油の漏洩」の と お り
です。 

イ 真空超音波洗浄エリアでの冷却水漏れ 
令和 6 年 9 月 19 日（木）の午前 1 時 42 分に、真空超音波洗浄エリア

内の漏洩検知器が発報しました。現場を確認したところ、第 3 洗浄槽の 真
空ポンプ付近から水が噴き出している状況を確認しました。 

詳細は、別紙２「真空超音波洗浄エリアでの冷却水漏れについて 」の と
おりです。 

ウ 中間槽エリアでの洗浄溶剤漏れ 
令和 7 年１月１１日（土）の午後８時４0 分に、中間槽エリア内の真空

超 音 波 洗 浄 用 再 利 用液 供 給槽 下の 防 油堤 内に 油 溜ま りが あ る状 況を確認
しました。 

詳細は、別紙３「中間槽エリアでの洗浄溶剤漏れについて」のと お り で
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す。 
エ 洗浄前保管エリアでの漏洩 

令和 7 年１月２３日（木）の午前１０時５0 分に、洗浄前保管エリア内
にある破砕機（大）の排液ポット下に設置していたキムタオルに液の 付 着
を確認しました。 

詳細は、別紙４「洗浄前保管エリアで の漏洩に ついて 」のと お り で す 。 
 

５ 環境・安全評価（SA）委員会での審査状況 
前回の安全監視委員会以降に、SA 委員会で審査された案件はありません

でした。 
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２階搬出トラックヤードでの排出油の漏洩 
 

発見日時 令和 6 年 4 月２５日 木曜日 午後２時３５分頃 
場 所 ２階搬出トラックヤード 

概 要 
２階搬出トラックヤードにある排出油（PCB を含まない油）の
払出し配管の途中から、排出油約１．６L が搬出トラックヤ ー
ド内に漏洩したもの。 

影 響 

漏洩した油は、普通産業廃棄物に該当するＰＣＢ 濃度 ※ の 排 出
油（鉱物油、危険物第４類第３石油類）で、建屋外への漏洩は
なく、周辺環境への影響はない。 ※廃油︓0.5mg/kg 以下 

【環境測定等の結果】 
・排出油サンプリング結果︓0.001mg/kg  

原 因 

払出用アームのホース接続部を固定しているホースバンドに 、
ア ー ム の 可 動 や ポ ン プ を 使 用 した 送 油の 振 動 が伝 わ り緩みが
生じ、他の作業でバルブを空けたことにより配管内の圧力が 高
まり緩んでいた接続部から漏洩したものと推測する。 

再発防止策 

・払出手順書に、「事前のホースバンド等の点検」及び「配管 内
の残液の抜き取り手順」を追加（5/24「排出油場外払出」手
順書改定） 

・漏洩箇所の 2 本掛けされたホースバンドのハウジング部が互
い違いの位置になるように固定方法を変更（4/25 完了、別紙
１-③「再発防止対策」参照） 

・搬出トラックヤード内の漏洩検知器を、より早期に発見で き
る位置に移設（5/21 完了） 

水平展開 

●施設内のゴムホースやホースバンド等の状況を調査（別紙 １
-④「水平展開」参照） 
・4/26 全３６箇所確認、漏洩等なし。 
・7/17 ホースバンドの緩みをはじめとした健全性につい て

確認が完了した。 
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真空超音波洗浄エリアでの冷却水漏れについて 
 

発見日時 令和 6 年９月１９日 木曜日 午前１時４２分 
場 所 処理棟４階 真空超音波洗浄エリア 

概 要 
真空超音波洗浄設備（第３洗浄槽）の真空ポンプ（出側）に接
続されてい る冷却水 循環用金 属製フ レキホー スが破損 し冷却
水が漏れたもの。 

影 響 

冷却水の施設外への流出、施設からの排気異常はなく、周辺環
境への影響はない。 
【環境測定等の結果】 
・作業環境測定（床上 500mm）測定結果︓25.0μg/㎥ 
・漏洩液回収量︓255L 
・漏洩液サンプリング結果（冷却水タンク）:0.000038mg/L 
・オンラインモニター測定値（第２排気系統）︓異常検知なし。 

原 因 

・破損したフレキホースは水道用で、繰り返しの変形に対して
耐久性が低いものであった。また、第３洗浄槽の真空ポンプ
は、8 月頃から異音が大きくなり振動も発生していたと推測
される（9 月 17 日におこなった振動計による測定はレッド
ラインではなかった（ただし、定量的な数値は不明））。 

・ホースの走査型電子顕微鏡による観察（別紙２-③「破断調査」
参照）では、「破断面には細かな縞模様を確認」「引張破壊の
ような強制的な破断、腐食及び応力腐食割れの特徴は確認で
きない。」との結果が報告された。 

・以上のことから、振動によりホース中心付近の振幅が大きく
なり、冷却水の流れの方向へ伸縮を繰り返したことでホース
に亀裂が入り破損（疲労破壊）したものと推測する。 

・また、真空ポンプからの異音発生に対して、当該真空ポンプ
が故障し て設備が 使えな くなる 可能性 に対する 懸念に つい
ては認知していたが、周辺の配管等への影響については全く
考慮していなかった。 

再発防止策 
・水道用フレキホースを使用している、第１と第３洗浄槽の真

空ポンプをメッシュ付きのフレキホースに交換した。 

水平展開 

・同様の水道用フレキホースを使用している所は、計 27 か所
あるが、いずれも「ユニット化された製品の一部」「腐食の恐
れや振動が伝わる場所ではないところ」及び「電線保護用」
のため交換の必要は無いと判断した（別紙２-④「フレキ調査」
参照）。 

・ポンプ等の機器が、通常稼働状態と異なる挙動を示した際に
は、当該機器のみではなく周辺の機器や配管等への影響につ
いても検討項目に入れる。 
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別紙　２





 

 
① 冷却水の噴出状況 

 

② 破損した金属製フレキホース 
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別紙２-①　写真



 

 
③ 漏洩状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ フレキホース破断部 
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⑤ 第３洗浄槽真空ポンプ 
 

破損したステンレス製フレキホ ース  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 第３洗浄槽真空ポンプ（対策後） 

 
メッシュ付きのフレキホースへ交換 
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2024 年 12 月 4 日 
株式会社神鋼環境ソリューション 

 

真空超音波洗浄エリア フレキシブルホース破断原因調査報告 

 
9/19 に発生した「真空超音波洗浄エリア・第３洗浄槽真空ポンプ（1VP-5403）冷却水ラインの

フレキシブルホースからの水漏れ」について、フレキシブルホースが破断した推定原因の調査を
実施した。 
 
【調査方法】 

JESCO 様にて除染頂いたフレキシブルホースを受領し、分析機関（日鉄テクノロジー株式会社）
にて、破断面の SEM 観察を実施した（別添資料１の調査報告書をご参照）。 
 
【観察結果】 

・破断面には細かな縞模様が確認され、疲労破壊により破断したと推測された。 
・引張破壊のような強制的な破断、腐食および応力腐食割れの特徴が確認できなかった。 

※上記の２点から、破断面の伸縮方向に繰り返しの応力が加わり、亀裂が生じたも
のと推測された。 

 
【観察結果に基づく亀裂が生じた推定シナリオ】 

［漏水までの経過］ 
・第３洗浄槽真空ポンプ（1VP-5403）は、2024 年春期の定期点検（7/1 に実施した動作確認）

に於いて、若干の異音が確認されたことから経過観察の対象としていた。 
・その後運転を継続したが、8/21 に当社が異音確認を実施し、このまま運転を継続すれば真

空ポンプが故障する可能性が高いと判断し、真空超音波洗浄設備の立ち下げを提言し立ち
下げた。 

・9/4 に真空ポンプの固着を防止するためインチング運転を行い、ポンプは回ったものの停
止時には大きな異音が発生したとの情報あり。 

・9/17 に防護服の処理をする必要性が生じたため、振動測定器で振動チェックを行いレッド
ライン（定量的な数値は不明）ではなかったことから、真空超音波洗浄設備の運転を再開
するため第３洗浄槽真空ポンプも起動させ（8/21 の停止前と同様の異音が発生していた。）、
9/18 より防護服の洗浄を開始した。 

・9/19 未明、フレキシブルホース破断による漏水が発生した。 
 
[推定原因] 
・8 月頃からかなり大きな異音が発生していたことから、当該ポンプの周辺にも振動が発生し

ていたと推測される（ただし、測定器では異常振動とまでは判定されていなかった。)。 
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・このことから、ポンプの冷却水ラインとして接続されていたフレキシブルホースに、上記振
動が伝播しフレキシブルホースが冷却水の流れに対し垂直方向に振動していたと推測される。
ただし、フレキシブルホース自体の振動の大きさは測定していない。 

・また、フレキシブルホースの両端は固定されていることから、直管部の中心付近の振幅が最
も大きくなり、流れの方向に繰り返し伸縮したことで、ホースの中心付近に亀裂が入ったと
推測される（ホースの中心付近から折れ曲がるような変形を繰り返した。）。 

 ・取り付けられていたフレキシブルホースは、配管の接続部に合うように自在に変形させるこ
とはできるが、繰り返しの変形に対して耐久性が低かったと考えられる（水道用フレキパイ
プでありメッシュ付きのフレキシブルホースとは柔軟性が異なる。）。 

 
【対策案について】 
 ・今回破断したものと同様の仕様のフレキシブルホース（水道用フレキパイプ）で、電動機等

の振動が発生する可能性がある箇所に使用しているものを交換する。 
※対象：第１洗浄槽真空ポンプ（1VP-5401）、第 3 洗浄槽真空ポンプ（1VP-5403） 

処置：振動を吸収できるメッシュ付きのフレキホースに交換する。 
       ※JESCO 様工事で実施済み。 
 
【真空ポンプの秋期点検結果について】 

・11/13 に、第３洗浄槽真空ポンプのカップリングを外し、モータ単体でハンドターニング（手
回し。）を実施したところ「ゴロゴロ」と異音が発生し、かつ、惰性で回らないことからモー
タが故障しているとの判断に至り 11/21 に交換した。 

・ただし、単体運転確認、真空ポンプとのカップリング、動作確認等は未実施 
以上 
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令和6年11月15日

対象数 状況及び補修の必要性

1F 水分回収装置

1F 工程分離室

4F 水冷式チリングユニット

5F ブラインチラー・チリングユニット

6F 液処理エリア
①ガスシールユニット

15

該当フレキホースの使用なし。

該当フレキホースの使用なし。

窒素ガスで、貯槽内を微圧に維
持するためのユニットで、ユ
ニット化された製品を使用して
おり、かつ、振動が発生する場
所ではないため支障はない。

装 置 名

真空超音波洗浄設備での冷却水漏れに対する水平展開として、破損したフレキホースと
同形式のものについて調査を実施

フ レ キ ホ ー ス 配 管 調 査 結 果

該当フレキホースの使用なし。

該当フレキホースの使用なし。

30
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②ガス検知器

8

③反応槽ヒーター循環流量計

4

7F PSA・計装用コンプレッサー

各所 油圧ユニット
該当フレキホースの使用なし。

電線保護管として使用している
ため対象外

該当フレキホースの使用なし。

タンクベントラインの水素を検
知するための検知器部に使用さ
れているもので、腐食の恐れや
振動が伝わる場所ではないため
支障はない。

31



中間槽エリアでの洗浄溶剤漏れについて 
 

発見日時 令和 7 年１月１１日 土曜日 午後８時４0 分 
場 所 処理棟４階中間槽エリア 真空超音波洗浄用再利用液供給槽 

概 要 
運転会社の社員が、防油堤の点検を実施中に真空超音波洗浄用
再利用液供給槽（以下、「供給槽」という。）下の防油堤内に１
㎡程度の液だまりがあることを発見した。 

影 響 

供給槽内の内容物は、普通産業廃棄物に該当するＰＣＢ濃度※

の再生した洗浄溶剤（NS クリーン 230、危険物第４類第３石
油類、以下、「NSC」という。）で、防油堤内にとどまり施設外
への流出や排気異常もなく、周辺環境への影響はない。 

 ※ 廃 油 ︓0.5mg/kg 以 下  

【環境測定等の結果】 
・作業環境測定（床上 500mm）測定結果︓0.400μg/㎥未満 
・漏洩液サンプリング結果︓0.0249mg/kg 
・オンラインモニター測定値（第 5 排気系統）:通常時と変わら

ない 1.0μg/㎥ N 付近で推移  

原 因 

自動弁のグ ランドパ ッキンが 経年使 用により 摩耗した ことで
シール効果が薄れ、軸との間に隙間が生じ、滲みが発生したも
のと推測する（「別紙３-② 真空超音波洗浄ＰＩＤ」グランド
抑えの構造参照）。 

再発防止策 定期点検時に、自動弁の滲みの有無について確認する。 
水平展開 調査中 
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洗浄前保管エリア内での漏洩について 
 

発見日時 令和 7 年１月２３日 木曜日 午前１０時５0 分 
場 所 処理棟４階 洗浄前保管エリア 破砕機（大）排液ポット 

概 要 

破砕機（大）の解体撤去の事前準備として、運転会社が配管等
の洗浄作業を１月２１日より実施していた。 
２３日に浸漬洗浄２回目が終了し、サンプリングや排液等の作
業を終え、最終確認中に排液ポットの下に設置していた紙ウエ
スに液の付着を確認したもの。 

影 響 

排液ポット等を洗浄していた洗浄溶剤（NS クリーン 230、危
険物第４類第３石油類、以下、「NSC」という。）は、法基準値
を超える濃度のＰＣＢを含んでいたが、紙ウエスに吸着され、
施設外への流出や排気異常もなく、周辺環境への影響はない。 
【環境測定等の結果】 
・作業環境（床上 500mm）測定結果︓ 

13.4μg/㎥（通常時と変わらず。） 
・浸漬洗浄後の溶剤サンプリング結果︓435mg/kg 
・オンラインモニター測定値（第２排気系統）: 

5μg/㎥ N（通常時と変わらず。） 
原 因 ・調査中 
再発防止策  ― 
水平展開  ― 
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